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る.なお ｢可積分系｣という用語は,いわば ｢解ける (求積できる)系｣という意味でしばしば
漠然と用いられるが,ハミルトン系では確定した定義がある.すなわち,自由度nのハミルト
ン系が可積分 (【完句 積分可能)であるとは,ポアソン括弧式に関して可換なれ個の独立な第













































































































o(i)-wot･e(o) (wo-箸 (Lo)), I(i)-Io(-I(0))
となり,これはn次元トーラスtZ=Iol上の周期軌道 (閉軌道)あるいはその上を飼密に埋
める準周期軌道になる.このn次元 トー ラスをベクトル場XH｡の不変 トー ラスといい,wo-
(W1,...,Wn)をその周波数と呼ぶ.KAM理論は,非退化条件det∂2Ho/∂I2(Io)≠0のもとで,
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